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看護教育｜次号予告 2014

特集

■一部変更になることもあります

編集後記

求める学生確保のための方策 
面接をめぐる課題

学校で考える望ましい人材，受験生確保の取り組み　　片岡和江
これからの看護専門学校に求められる学生募集（入試）の姿勢　　沼内 裕
看護専門学校で AO入試を取り入れて　　石田文代
入学試験における面接の重要性と面接官の注意点　　北里 淳

第 2特集　ナイチンゲール　アップデート
現代を生きるナイチンゲール　　小玉香津子
ナイチンゲールの名言秘話　　金井一薫
全国教員の声　私はこうナイチンゲールを教えている　石束佳子／青木智子／永田ゆき生
【新連載】
卒業前の看護実践能力育成への取り組み
愛知県立大学看護学部「看護の統合と実践」検討プロジェクト・1　　大津廣子／山口桂子
【連載】
看護学生・新人看護教員を対象としたリスクアセスメントトレーニング・5　　斉藤奈緒美／石川雅彦
ナースよ，リアリストたれ！　中西睦子が語る看護と教育・8　　松澤和正／中西睦子
ひろがる災害医療と看護　身につけるべき知識とスキル・11　　大沼麻実ほか／石井美恵子
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●今年も学生論文，エッセイに多くのご応募ありがとうござい
ました。学生としての論文執筆はなかなか難しいと思いますが，
掲載作からは「まだプロではない」という少し自由な視点から現
場を見るおもしろさが感じられます。エッセイに関しては，本
人の感性や資質の違いが見てとれるのはもちろん，指導してい
ると思われる先生が，どこに力点を置いて指導しているかが学
校によって違うのがわかり，これもまた楽しませていただきま
した。●初年時教育においてライティング，ノートテイキング
が定番になっていることからわかるように，ちゃんと「書く」こ
とに慣れている学生さんは多くありません。本特集のような機
会を見つけて，経験を積んでいただければと思います。ただ，
経験が必要なのは先生方も同じ。学生さんたちに負けず，「書く」
ことに積極的に取り組んでいただければ幸いです。 …大野

●サッカー日本代表某選手に似ているらしく，メディアが彼を
頻繁に取り上げると友人知人からの連絡が急増するのですが，
ちょうど今号の学生論文の作業をした夜，大学の卒業論文の指
導教官から 2年ぶりに「サッカーを見ていて何となく」と電話が
あり，私は自分の卒業論文のことを思い出しました。●何も問
わない問題提起，理由にならない「なぜならば」，各章ごとに異
なる論点，当然，指導につぐ指導です。そうして先生の力をお
借りして曲がりなりにも形になる頃，自分でも気づいていなかっ
た「考え」（らしきもの）に出会ったように思います。僭越ながら
学生さんの論文，エッセイを審査するなかで，その出会いを感
じた作品を選べれば，と思っていました。素敵な文章，本当に
ありがとうございました。少し形は変わりますが，来年も皆様
の作品を募集しますので，ご応募お待ちしております。 …番匠
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